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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本電気計測器工業会（JEMIMA）

及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出

があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本産業規格である。これによって，

JIS C 1806-3-1:2014 は廃止され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS C 61326 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS C 61326-1 第 1 部：一般要求事項 

JIS C 61326-2-1 第 2-1 部：個別要求事項－EMC 防護が施されていない感受性の高い試験用及び測定

用の装置の試験配置，動作条件及び性能評価基準 

JIS C 61326-2-2 第 2-2 部：個別要求事項－低電圧配電システムで使用する可搬形の試験用，測定用

及び監視用の装置の試験配置，動作条件及び性能評価基準 

JIS C 61326-2-3 第 2-3 部：個別要求事項－一体形又は分離形信号変換機能をもつトランスデューサ

の試験配置，動作条件及び性能評価基準 

JIS C 61326-2-6 第 2-6 部：個別要求事項－体外診断用医療機器 

JIS C 61326-3-1 第 3-1 部：安全関連システム及び安全関連機能（機能安全）の遂行を意図した装置

に対するイミュニティ要求事項－一般工業用途 
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(functional safety)-General industrial applications 

 
序文 

この規格は，2017 年に第 2 版として発行された IEC 61326-3-1 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。また，附属

書 JA には対応国際規格の序文を記載している。 

 

1 適用範囲 

この規格は，JIS C 61326-1 の適用範囲（箇条 1）にあり，かつ，JIS C 0508 規格群で安全度水準（SIL）

1～3 として規定している安全機能の遂行を意図した工業用システム及び装置の電磁両立性（EMC）に関す

るイミュニティの要求事項について規定する。 

この規格が対象とする電磁環境は，JIS C 61000-6-2 で工業地域として規定している，又は JIS C 61326-1

の 3.8（工業的電磁環境）で規定している屋内及び屋外の工業的環境である。例えば，プロセス産業機器又

は防爆機器を必要とするような電磁環境での使用を意図した装置及びシステムは，この規格の適用範囲か

ら除外する。 

JIS C 0508 規格群に従うような，“実績による使用（proven-in-use）”又は JIS C 0511 規格群に従うよう

な，“経験のある使用（prior use）”とみなす装置及びシステムは，この規格の適用範囲から除外する。 

建造物用の火災警報システム及び保安警報システムは，この規格の適用範囲から除外する。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

IEC 61326-3-1:2017，Electrical equipment for measurement, control and laboratory use－EMC 

requirements－Part 3-1: Immunity requirements for safety-related systems and for equipment 

intended to perform safety-related functions (functional safety)－General industrial applications


